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三
鷹
市
西
部
地
区
住
民
協
議
会
 

副
会
長
　
臼
井
純
一
郎
 

「
正
し
く
恐
れ
る
こ
と
。
 

　
　
 冷
静
に
行
動
す
る
こ
と
。」
 

　
今
年
も
梅
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
新

緑
の
芽
吹
く
季
節
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
、

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事
に
終
え
、
続

く
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
・
運
営
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
昨
年
末
は
、
世
情
も
だ
い
ぶ
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て

お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
状
況
は

再
び
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ま
つ
り
」
も
昨
年
に
引
き
続
き

中
止
の
決
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
こ
れ
で
３
年
連
続
の
中
止
と
い
う

異
常
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
へ

の
様
々
な
取
り
組
み
も
順
次
進
ん
で
き

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
い
ま
流
行
し
て

い
る
ウ
イ
ル
ス
は
重
症
化
リ
ス
ク
が
比

較
的
低
く
、
追
加
接
種
を
行
う
こ
と
で

発
症
リ
ス
ク
も
相
当
程
度
抑
え
ら
れ
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
情
報
は
日
々

刻
々
と
変
化
し
、
ど
う
し
て
も
惑
わ
さ

れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
正
し
く
、
そ
し
て
理
性

的
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
事
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は

常
に
変
容
を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す

が
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
理
解
し
、
正

し
く
恐
れ
、
日
々
の
生
活
で
出
来
る
事
を

愚
直
に
行
い
、
そ
し
て
冷
静
に
行
動
し
て

い
く
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

に
は
日
々
の
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。
流
行

病
ば
か
り
を
見
聞
き
し
、
考
え
て
い
て
も

気
持
が
滅
入
る
ば
か
り
で
す
。
感
染
予
防

対
策
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
刻
も
早
く
、
当
た
り

前
の
日
常
を
、
普
通
の
暮
ら
し
を
取
り
戻

し
た
い
と
切
に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

３
月
の
休
館
日
　
 

　
３
日
㈭
・
10
日
㈭
 ・
17
日
㈭
 

　
21
日
㈪
　
春
分
の
日
 

　
24
日
㈭
 ・
31
日
㈭
 

  

地
域
の
文
化
を 

持
ち
寄
り
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

開
館
時
間
  平
日
 10
時
〜
21
時
 

              日
曜
 10
時
〜
17
時

節電にご協力ください。

　
西
部
地
区
住
民
協
議
会
の
広
報
紙
 

〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
し
み
た
か
〞
は
、

井
口
、
深
大
寺
、
野
崎
（
但
し
一
丁

目
は
除
く
）
の
各
地
域
に
無
料
で
全

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

〝コミュニティセンターは 　　 
　文化の風の通り道、 
知恵や友情の湧くところ〟　

第
１
号
議
案
 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
（案）
 

　
三
鷹
市
西
部
地
区
住
民
協
議
会
が
昭
 

和
53
年
11
月
に
発
足
し
て
44
年
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
て
43

年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　「
ふ
れ
あ
い
と
連
携
」
を
大
切
に
、
地

域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、
防
災
、
地
域
福
祉
、
環
境
問
題
、

教
育
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
も
踏
ま
え

て
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
創
生
と
時
代
に
即
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
や
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
意
見
・
情
報
交
換
の
機

会
を
設
け
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
は
、「
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
使
い
や
す
い
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
 

①
総
務
部
会
 

　
住
協
活
動
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、
住

協
各
部
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
春
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
」、秋
に
は「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
会
」
な
ど
住
民
同
士

の
絆
を
深
め
る
た
め
の
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
委
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
知

識
や
教
養
を
高
め
る
た
め
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
研
究
会
」
や
「
雑
学
大
学
」
を
開
催

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
健
康

の
た
め
、「
二
中
地
区
児
童
生
徒
健
全
育

成
連
絡
協
議
会
」を
開
催
し
、地
域
が
で

き
る
子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
交
換
を
行
い
、
ス
ク
ー

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
向
け
て

地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

き
ま
す
。
 

②
厚
生
部
会
 

　「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
最
先
端
に

立
ち
、
自
然
研
修
会
・
施
設
見
学
会
・

井
口
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
・
お
食
事
会
・

演
芸
会
等
を
実
施
し
、
地
域
市
民
の
親

睦
融
和
に
努
め
ま
す
。
地
元
農
家
、
シ
 

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
る

野
菜
販
売
、
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
花
い
っ
ぱ
い
緑
化
推
進
運
動
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
な
ど
環
境

問
題
に
と
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
栄
養
 

 料
理
教
室
、
み
た
か
健
康
づ
く
り
セ
ミ
 

ナ
ー
な
ど
、人
生
百
年
時
代
に
そ
な
え
、

健
康
増
進
活
動
を
市
と
連
携
し
て
実
施

し
ま
す
。
 

③
体
育
部
会
 

　
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
基
礎
体
力
を
作
り

友
愛
を
深
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
夏
季
の
プ
ー
ル
開
場
、 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
て
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
明
る
く
元
気

で
ス
ポ
ー
ツ
が
行
え
る
環
境
を
作
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
に
し
み
た
か
学
園
第
二
 

小
学
校
・
井
口
小
学
校
の
校
庭
開
放
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
地
域

住
民
の
連
携
や
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い

き
ま
す
。
 

④
広
報
部
会
 

　
基
本
的
に
は
前
年
度
の
編
集
方
針
を

踏
襲
し
な
が
ら
、
各
部
会
と
協
力
し
て

社
会
問
題
か
ら
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
は
地

域
で
育
て
る
と
の
視
点
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
月

報
告
し
ま
す
。
そ
の
他
、
三
鷹
市
西
部
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
、
消

防
な
ど
、
地
域
の
各
署
と
協
力
し
て
高

齢
者
の
問
題
や
食
の
問
題
に
も
と
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
住
区
の
皆
 

さ
ん
の
投
稿
を
募
り
、〝
に
し
み
た
か
〞

を
地
域
の
新
聞
と
し
て
製
作
し
て
参
り

ま
す
。
 

⑤
文
化
部
会
 

　
地
域
文
化
の
発
展
と
向
上
の
た
め
に

様
々
な
事
業
を
計
画
し
実
施
し
て
行
き
　
 

ま
す
。
幼
児
、
児
童
に
対
す
る
事
業
と
 

し
て
親
と
子
の「
お
話
し
会
」等
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
方
た
ち

の
た
め
に
各
種
講
演
会
や
講
習
会
を
開

催
し
、
地
域
文
化
の
創
造
と
生
涯
学
習

の
発
展
の
た
め
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の
育

成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
機
関
 

と
協
働
し
て
児
童
及
び
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
地
域
で
支
え
、
創
造
と
感
性

豊
か
な「
顔
の
見
え
る
地
域
づ
く
り
」を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
施
設
の
充
実
を

図
る
た
め
図
書
室
の
整
備
を
行
い
、
蔵

書
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

⑥
防
災
部
会
 

　「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
」の
旗
を
掲
げ
て
、災
害
時
に
は
速
や

か
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
取
り

く
ん
で
い
き
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、
最
初
に
「
自
分
の
身
は
自
分
 

で
守
る
」（
自
助
）
次
に
「
地
域
を
み
ん

な
で
守
る
」（
共
助
）
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
し
て
防

災
訓
練
の
実
施
や
、
実
践
を
学
ぶ
た
め

の
研
修
会
へ
の
参
加
、
幅
広
く
知
識
の

習
得
と
技
術
の
向
上
を
目
指
す
講
習
会

を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
資
機
 

材
の
充
実
及
び
啓
発
活
動
を
進
め
な
が

ら
、
他
団
体
と
の
連
携
も
深
め
更
な
る

共
助
の
体
制
強
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
 

　
以
上
が
第
１
号
議
案
・
令
和
４
年
度

事
業
計
画（
案
）と
第
２
号
議
案
・
令
和

４
年
度
三
鷹
市
西
部
地
区
住
民
協
議
会

予
算
（
案
）
で
し
た
。
今
年
６
月
期
定
期

総
会
で
は
、
役
員
及
び
委
員
の
改
選
が

行
わ
れ
ま
す
。
 

 

３
月
６
日
は
３
月
期
定
期
総
会
で
す

　
３
月
６
日
は
10
時
半
よ
り
〝
３
月
期
定
期
総
会
〞
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ

の
定
期
総
会
は
、
令
和
４
年
度
の
活
動
方
針
及
び
予
算
を
審
議
す
る
も
の
で
す

が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
出
来
る
だ
け
一
般
委
員
の
方
は
、
委
任
状
で

出
席
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
第
１
号
議
案
・
第
２
号
議
案
を
掲
載
し

ま
す
の
で
、
審
議
の
上
、
委
任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
異
議
が
あ
り
ま

し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　    第２号議案 
令和 4年度 三鷹市西部地区住民協議会予算（案）
歳入 
１　市支出金 
２　事業収益金 
３　寄付金 
４　繰越金 
５　活動基金繰入金 
６　諸収入 
　　合　　　計 

歳出 
１　指定管理料 
２　施設運営費 
３　活動費 
４　地域情報化推進事業 
５　活動基金積立金 
６　NPO法人会員年会費 
７　予備費 
　　合　　　計

 
71,175,000 
151,000 
1,000 

2,610,000 
200,000 
1,350,000 
75,487,000 

 
31,245,000 
34,157,000 
8,950,000 
508,000 
500,000 
27,000 
100,000 

75,487,000
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２
月
９
日
役
員
会
と
運
営
委
員
会
が
 

開
か
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
 

　
令
和
４
年
１
月
の
C.C
利
用
者
 

　
　
　
　
　
　
　
　
４
，
６
５
８
人
 

報
告
事
項
 

藺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
は
１
月
26
日
 

　
に
開
か
れ
た
臨
時
役
員
会
で
中
止
と
 

　
決
定
し
た
。
 

藺
定
期
監
査
の
結
果
を
報
告
。
 

藺
３
月
16
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
 

　
が
、
気
象
科
学
館
と
江
戸
東
京
博
物
 

　
館
の
視
察
見
学
会
を
行
う
。
参
加
資
 

　
格
は
委
員
の
み
で
、
３
月
９
日
㈬
ま
 

　
 
　
で
に
事
務
局
ま
で
申
し
込
む
こ
と
。
 

部
会
報
告
 

　
総
務
部
会
│
│
二
中
地
区
児
童
生
徒
 

　
　
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
は
予
定
通
 

　
　
り
開
催
す
る
。
雑
学
大
学
は
３
月
 

　
　
28
日
に
開
催
す
る
。
 

　
厚
生
部
会
│
│
２
月
２
日
部
会
。
４
 

　
　
日
に
花
壇
整
理
、
３
月
30
日
に
部
 

　
　
会
研
修
会
を
開
催
予
定
。
 

　
体
育
部
会
│
│
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
 

　
　
来
年
度
以
降
に
延
期
。
グ
ラ
ウ
ン
 

　
　
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
４
月
29
日
に
、
 

　
　
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
５
月
15
 

　
　
日
に
開
催
予
定
。
 

　
広
報
部
会
│
│
３
月
号
編
集
中
。
 

　
文
化
部
会
│
│
２
月
５
日
部
会
。
終
 

　
　
了
後
ひ
な
飾
り
を
実
施
。
歌
声
広
 

　
　
場
を
２
月
25
日
、
お
は
な
し
会
を
 

　
　
２
月
28
日
に
開
催
予
定
。
 

　
防
災
部
会
│
│
令
和
４
年
度
の
防
災
 

　
　
訓
練
は
10
月
30
日
に
決
定
。
 

町
会
報
告
 

　
各
町
会
と
も
役
員
改
選
を
協
議
。
 

住
協
派
遣
委
員
か
ら
の
報
告
 

　
コ
ロ
ナ
体
制
で
主
な
動
き
な
し
。
 

協
議
事
項
 

藺
３
月
期
定
期
総
会
に
つ
い
て
は
予
定
 

　
通
り
の
議
案
を
審
議
す
る
。
 

　
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
支
出
の
動
 

　
き
を
収
入
の
部「
活
動
基
金
繰
入
金
」 

　
及
び
支
出
の
部
「
活
動
費
備
品
購
入
 

　
費
」
に
記
載
す
る
。
 

藺
自
主
グ
ル
ー
プ
の
登
録
申
請
は
３
月
 

　
31
日
ま
で
と
す
る
。
 

　
な
お
次
回
の
役
員
会
は
３
月
６
日
㈰
　
　
　

３
月
期
定
期
総
会
後
に
行
い
ま
す
。
 

　

生徒募集  
　そろばんを習うと 

　暗算の力がつき計算に強くなり 

　　　　　算数が好きになります 
新入生は毎月始め 
小学校１年生より 

☎0422-31-5036 
指定教場　東光珠算塾 
三鷹市深大寺2-5-5（東野住宅内）

 
 
 
 
 

サッシ・ガラス・アミ戸 

リフォームの御相談、お気軽に 
  　一級技能士の店 
　　　　　　　 

 多摩ガラス工芸 
　都知事許可（般ー49）第22027号 

薀0422-31-1287 
   FAX. 31-1230  
   三鷹市深大寺2-30-34 

 販売・修理
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コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り

西
の
森
俳
句
 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
治
子
 

道
の
辺
の
白
桃
ほ
の
と
甘
き
香
よ
 

日
永
か
な
規
則
正
し
い
月
日
な
り
き
 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
矢
　
惠
啓
 

礎
石
の
み
残
る
城
址
つ
く
し
摘
む
　
　
 

夜
更
け
ま
で
晩
酌
伸
ば
す
春
炬
燵
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
　
清
子
 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
空
あ
お
ぎ
風
の
旅
 

雑
草
の
中
よ
り
つ
く
し
忍
び
伸
ぶ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
義
一
 

蓮
如
忌
や
稚
児
の
歩
み
は
遅
遅
と
し
て
 

土
を
捏
ね
喰
わ
え
て
飛
ぶ
や
岩
燕

美術・骨董品買取 
絵画・掛軸・茶道具・古書 

きもの・陶器 

見積・査定・出張無料 

一 点 鐘  
三鷹市野崎3-8-16 
0120-888-460

 ○
２
月
16
日
午
後
２
時
か
ら
教
育
セ
ン
 

　
タ
ー
第
三
中
研
修
室
に
お
い
て
事
務
 

　
局
長
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
、
庁
内
各
 

　
課
か
ら
の
依
頼
事
項
及
び
行
政
報
 

　
告
・
事
務
連
絡
の
あ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
 

　
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

　
で
の
予
約
受
付
等
に
つ
い
て
協
議
す
 

　
る
と
と
も
に
人
事
考
課
会
議
及
び
令
 

　
和
４
年
度
の
住
協
連
絡
会
の
日
程
等
 

　
に
つ
い
て
調
整
し
た
。

住
協
ニ
ュ
ー
ス

　
 
　
１
月
の
図
書
室
利
用
状
況
は
大
人
　
 

６
０
３
名
、
子
ど
も
２
６
１
名
、
計
８
 

６
４
名
で
し
た
。
 

◇
新
着
本
◇
（
予
定
）
 

＊
一
般
書
 

　
ア
ク
ト
レ
ス
　
　
　
　
誉
田
　
哲
也
 

　
異
変
あ
り
や
　
空
也
十
番
勝
負（
六
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
泰
英
 

　
塞
王
の
楯
　
　
　
　
　
今
村
　
翔
吾
 

　
姉
の
島
　
　
　
　
　
　
村
田
喜
代
子
 

　
丘
の
上
の
賢
人
　
旅
屋
お
か
え
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
マ
ハ
 

　
70
歳
が
老
化
の
分
か
れ
道
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
秀
樹
 

　
捜
査
線
上
の
夕
映
え
　
有
栖
川
有
栖
 

　
探
花
　
隠
蔽
捜
査
９
　
今
野
　
　
敏
 

　
お
わ
か
れ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
七
里
 

　
ミ
ス
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
修
一
 

　
母
の
待
つ
里
　
　
　
　
浅
田
　
次
郎
 

　
愚
か
な
薔
薇
　
　
　
　
恩
田
　
　
陸
 

　
開
戦
　
惣
目
付
臨
検
仕
る
（
三
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
秀
人
 

　
ミ
ー
ツ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
原
ひ
と
み
 

　
我
が
友
、
ス
ミ
ス
　
　
石
田
　
夏
穂
 

　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
段
　
理
江
 

　
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
　
砂
川
　
文
次
 

＊
児
童
向
 

　
銭
天
堂
15
　
　
　
　
　
廣
嶋
　
玲
子
 

　
都
会
の
ト
ム
＆
ソ
ー
ヤ
18
　
未
来
か
 

　
ら
の
挑
戦
　
　
　
は
や
み
ね
か
お
る
 

　
ぼ
く
の
弱
虫
を
な
お
す
に
は
 

　
　
　
　
　
　
Ｋ
・
Ｌ
・
ゴ
ー
イ
ン
グ
 

　
ラ
イ
オ
ン
と
歩
い
た
少
年
 

　
　
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
 

　
青
い
イ
ル
カ
の
島
　
 

　
　
　
　
　
　
　
ス
コ
ッ
ト
・
オ
デ
ル
 

　
ぼ
く
は
満
員
電
車
で
原
爆
を
浴
び
た
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
澤
　
鐡
志
 

　
夜
明
け
を
つ
れ
て
く
る
犬
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
桃
子
 

　
＃
マ
イ
ネ
ー
ム
　
　
　
黒
川
　
裕
子
 

　
湖
の
中
の
レ
イ
チ
ェ
ル
 

　
　
　
　
Ｋ
・
Ｒ
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
 

　
５
分
で
わ
か
る
安
心
ネ
ッ
ト
術
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
塚
　
信
貴
 

　
帰
れ
野
生
の
ロ
ボ
ッ
ト
 

　
　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
 

　
ヘ
ブ
ン
シ
ョ
ッ
プ
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ボ
ラ
・
エ
リ
ス
 

　
動
物
な
ぜ
な
に
質
問
箱
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
菅
　
正
夫
 

＊
絵
　
本
 

　
オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
じ
ご
く
・
ご
 

　
く
ら
く
運
動
会
　
　
　
富
安
　
陽
子
 

　
チ
ー
タ
ー
じ
ま
ん
の
て
ん
て
ん
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
け
ゆ
ま
 

　
と
し
ょ
か
ん
の
き
ょ
う
り
ゅ
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
ま
も
る
 

　
の
り
も
の
い
な
い
い
な
い
ば
あ
！
フ
 

　
ェ
ル
ト
を
め
く
る
と
…
３
 

　
　
　
　
イ
ン
ゲ
ラ
・
ア
リ
ア
ニ
ウ
ス
 

　
オ
レ
じ
て
ん
し
ゃ
！
　
石
井
　
聖
岳
 

 

　
戦
国
の「
最
強
の
楯
」と「
至
高
の
矛
」

の
対
決
を
描
い
た
第
１
６
６
回
直
木
賞

受
賞
作
・
今
村
翔
吾
『
塞
王
の
楯
』、
 

気
鋭
の
実
力
派
・
砂
川
文
次
の
芥
川
賞

受
賞
作
『
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
』
な
ど
、

話
題
の
本
が
書
架
に
な
ら
ん
で
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
感
染
対
策
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
感
染
状
況
等
に
よ
り
変
更
が
生

じ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｐ

や
お
電
話
で
の
ご
確
認
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ◆
図
書
室
開
室
（
貸
出
）
時
間
◆
 

　
平
日
：
10
時
〜
午
後
８
時
45
分
 

　
　
　
　
　
　
　（
午
後
１
時
〜
６
時
） 

　
日
曜
：
10
時
〜
午
後
４
時
45
分
 

　
　
　
　
　（
午
後
１
時
〜
４
時
45
分
） 

※
毎
月
第
一
月
曜
日
は
図
書
整
理
の
た
 

　
め
休
室
と
な
り
ま
す（
返
却
は
可
能
） 

※
セ
ン
タ
ー
休
館
日（
木
・
祝
）は
本
の
 

　
返
却
は
出
来
ま
せ
ん
。
ご
注
意
下
さ
 

　
い
。

  図
書
室
だ
よ
り

 　自
主
グ
ル
ー
プ
の
 

　
　
　
　
　
登
録
申
請
 

　
自
主
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
、３
月
31
 

日
ま
で
に
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。登
録
申
請
書
は
事
務
局
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。こ
の
登
録
申
請
が
終
わ

ら
な
い
と
、自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、必
ず
３
月
31
日
ま

で
に
登
録
を
申
請
す
る
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、今
年
度
か
ら
各
自
主
グ
ル
ー

プ
か
ら
必
ず
１
名
の
委
員
を
選
出
し
、

各
部
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▷部会だより 
　２月５日、文化部会員の有志の提供に 
より、大小２組の七段飾りのお雛さまが
コミュニティ・センター１階の正面に飾
られました。日本人の心のふるさとお雛
さまに会うと、コロナを忘れます。 
　３月４日まで皆さまをお迎えしていま
す。ぜひ会いに来てください。
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　あなたの近くにいる 
私たちだからできる 

　　　　　身近なサービス 

家電・補聴器・電気工事・水道工事　 
ガス給湯器・リフォーム 
☎（0422）30-9993 
FAX  0422-30-9994 

三鷹市野崎2-1-16（三鷹上連雀郵便前） 

㈱高坂デンキ商会

家族葬専門葬儀社 

のもと祭典 
三鷹市での家族葬は 
おまかせください 
☎ 0422-57-7876  
（24時間365日受付） 

本社：三鷹市下連雀7-6-29-103 
  のもと祭典   検索 ⇨

⑶　第 511 号 2022年  令和4年3月1日コミュニティにしみたか

 
　
三
鷹
市
内
で
一
日
に
２
件
の
重
傷
事
 

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

⑴
 バ
イ
ク
×
ト
ラ
ッ
ク
 

　
２
月
１
日
㈫
午
前
２
時
頃
、
東
八
道

路
の
野
崎
八
幡
前
交
差
点
に
お
い
て
、

ト
ラ
ッ
ク
の
側
面
に
バ
イ
ク
が
衝
突

し
、
バ
イ
ク
の
運
転
者
が
重
傷
を
負
う

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

⑵
 歩
行
者
×
乗
用
車
 

　
２
月
１
日
㈫
午
後
11
時
頃
、
下
連
雀

３
丁
目
付
近
の
交
差
点
に
お
い
て
、
横

断
歩
道
を
横
断
中
の
歩
行
者
に
乗
用
車

が
衝
突
し
、
歩
行
者
が
重
傷
を
負
う
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

　
道
路
に
お
い
て
「
来
な
い
だ
ろ
う
」、

「
止
ま
る
だ
ろ
う
」
と
思
い
こ
む
の
で
は

な
く
、「
も
し
か
し
た
ら
」
と
危
険
を
予

測
し
、
回
避
で
き
る
走
行
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
 

新
入
学
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ 

　
小
学
校
へ
の
入
学
は
幼
い
子
ど
も
が

一
人
で
交
通
社
会
に
出
る
初
め
て
の
機

会
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、保
護
者
の

皆
さ
ん
に
よ
る
安
全
対
策
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
こ
で
、
入
学
前
に
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
通
学
路（
往
復
）の
点
検
を

し
て
、
お
子
さ
ん
に
具
体
的
な
危
険
場

所
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
お
子
さ
ん
は
大
人
よ
り
も
視
界
が
狭

く
、
安
全
で
あ
る
か
の
判
断
力
も
未
熟

で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
た

だ
き
、子
ど
も
目
線
で
、お
子
さ
ん
と
一

緒
に
安
全
確
認
の
方
法
を
具
体
的
に
教

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
こ
と
、
信
号

を
守
る
こ
と
、
道
路
で
遊
ば
な
い
こ
と

な
ど
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
普
段

の
生
活
で
も
必
ず
守
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
 

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
お
手
本
と
な

り
、
お
子
さ
ん
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

習
慣
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

　（
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
31
日
手
集
計
）

市 内 
26件（14） 
※17

1件（1） 
※1 

1件（0） 
※0

3件（1） 
※3

井 口 

深 大 寺 

野 崎 

総件数 死亡者 重傷者 軽傷者

1人 0人 28人

1人

1人

3人 

0人

0人

0人

0人

0人

0人

（　）
は
自
転
車
が
関
与
す
る
事
故
 

※
印
は
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
が
関
与
す
る
 

　
事
故
件
数

　
交
通
だ
よ
り

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
広
場 

《
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
 

　
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
》
 

　
皆
さ
ん
は
イ
ラ
ス
ト
①
の
よ
う
な
カ
 

ー
ド
を
見
か
け
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？
 

こ
れ
は
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
言

っ
て
、「
手
助
け
し
て
ほ
し
い

人
」
と
「
手
助
け
し
た
い
人
」

を
結
び
つ
け
る
カ
ー
ド
で

す
。
 

こ
の
カ
ー
ド
の
中
に
は
、
名

前
な
ど
の
ほ
か
、
手
助
け
し

て
ほ
し
い
内
容
が
書
い
て
あ

り
、
障
害
が
あ
る
人
が
普
段

か
ら
身
に
着
け
て
お
く
こ
と

で
、緊
急
時
や
災
害
時
な
ど
、

困
っ
た
際
に
周
囲
の
手
助
け
を
お
願
い

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
方
に

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
イ
ラ
ス
ト
②
は
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
言

い
、
こ
ち
ら
は
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
わ
か
ら
な

い
方
々
が
、
周
囲
の
方

に
配
慮
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と

で
、
援
助
を
得
や
す
く

な
る
よ
う
に
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。
内
部
障
害

や
難
病
の
か
た
、
人
工

関
節
や
義
足
の
方
、
妊

娠
初
期
の
方
、
精
神
障

害
や
発
達
障
害
の
方
な

ど
が
そ
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
る

こ
と
で
優
先
席
を
利
用
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
車
内
に
マ
ー
ク
を
掲
示
し
た

り
、
都
営
の
交
通
機
関
で
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

※
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
 

　
三
鷹
市
障
が
い
者
支
援
課
で
配
布
 

※
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
 

　
東
京
都
障
が
い
者
施
策
推
進
部
計
画
 

　
課
社
会
参
加
推
進
担
当
へ
お
問
い
合
 

　
　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高齢者のよろず相談 

 三鷹市西部地区 
     包括支援センター 
担当地区：井口・野崎（1丁目除く）・深大寺 
介護・介護予防・地域参加・生活　 
相談等、何でもご相談ください。 

場所：三鷹市深大寺2-29-13 

☎ 0422-34-6536

三
鷹
市
消
防
団
員
募
集
 

い
ま
、
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！ 

　
消
防
団
は
普
段
、
自
分
の
仕
事
や
学

業
を
持
ち
な
が
ら
、
災
害
発
生
時
は
火

災
現
場
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
風
水

害
で
は
警
戒
対
応
を
行
う
な
ど
、
市
民

の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
組
織
で
す
。
 

　
三
鷹
市
消
防
団
は
災
害
時
の
活
動

は
も
と
よ
り
、
消
防
ポ
ン
プ
車
を
使
用

し
て
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
防
災
訓
練
で
の
指
導
や

小
中
学
校
で
生
徒
た
ち
に
防
災
授
業

を
行
う
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て
お

り
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
活
動
を
通

じ
て
、
三
鷹
市
の
多
く
の
人
と
つ
な
が

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
消
防
団
の
入
団
資
格
は
、
18
歳
以
上

55
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、
三
鷹
市
内

に
在
住
、
在
勤
又
は
在
学
す
る
方
で

す
。
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
や
地
域
で

の
活
動
に
少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
三
鷹
市
総
務
部
防
災
課
 

　
　
　
０
４
２
２
・
45
・
１
１
５
１
　

イラスト①

 《住
宅
火
災
の
主
な
出
火
原
因
と
 

　
　
　
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
》
 

　
死
者
が
発
生
し
た
住
宅
火
災
の
原
因

で
最
も
多
い「
た
ば
こ
」に
よ
る
火
災
の

発
生
状
況
を
み
る
と
、「
火
源
が
落
下
す

る
」
が
５
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

布
団
等
に
落
ち
た
た
ば
こ
は
、
し
ば
ら

く
無
煙
燃
焼
（
炎
を
出
さ
ず
に
燃
え
広

が
る
こ
と
）を
続
け
、気
づ
い
た
時
に
は

室
内
に
一
酸
化
炭
素
等
の
有
毒
ガ
ス
が

充
満
し
て
お
り
、
避
難
行
動
が
と
れ
ず

に
命
を
落
と
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
 

た
ば
こ
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
 

蘆
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。 

蘆
飲
酒
↓
喫
煙
↓
う
た
た
寝
に
注
意
し
 

　
ま
し
ょ
う
。
 

蘆
吸
い
殻
を
灰
皿
に
た
め
な
い
よ
う
に
 

　
し
ま
し
ょ
う
。
 

蘆
吸
い
殻
は
水
で
完
全
に
消
火
し
て
か
 

　
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。
 

蘆
火
種
を
落
と
さ
な
い
よ
う
安
全
な
場
 

　
所
で
喫
煙
し
ま
し
ょ
う
。
 

蘆
万
が
一
の
火
災
に
備
え
、
寝
具
は
防
 

　
災
製
品
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

　「
ス
ト
ー
ブ
」に
よ
る
住
宅
火
災
も
毎

年
多
く
発
生
し
て
お
り
、
死
者
も
発
生

し
て
い
ま
す（
ス
ト
ー
ブ
に
は
、電
気
ス

ト
ー
ブ
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ハ
ロ
ゲ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等

を
含
み
ま
す
）。ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
住
宅

火
災
の
死
者
の
内
訳
を
み
る
と
「
電
気

ス
ト
ー
ブ
が
５
割
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
発
生
状
況
は
、「
可
燃
物
が
ス
ト
ー

ブ
に
接
触
す
る
」が
最
も
多
く
、布
団
や

座
布
団
、
衣
類
に
着
火
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
火

災
は
、
寒
い
時
期
を
中
心
に
多
く
発
生

す
る
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

ス
ト
ー
ブ
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

ス
ト
ー
ブ
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
 

蘆
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
 

　
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

蘆
外
出
時
や
就
寝
時
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
 

　
を
消
し
ま
し
ょ
う
。
 

蘆
給
油
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を
消
し
て
か
 

　
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

蘆
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を
乾
か
 

　
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
大
沢
出
張
所
管
内
の
 

　
　
令
和
４
年
１
月
16
日
〜
２
月
15
日
 

　
　
火
災
件
数
　
　
　
　
　
　
０
件
 

　
　
救
急
出
場
件
数
　
　
２
２
５
件
 

＊
春
の
火
災
予
防
運
動
を
 

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す
 

　
一
人
ひ
と
り
が
火
災
を
だ
さ
な
い
と

い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

　
３
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
７
日
㈪
ま
で
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。こ

の
期
間
中
、三
鷹
市
内
消
防
団
で
は
夜
間

巡
回
広
報
及
び
警
戒
を
行
い
ま
す
。
 

東
京
消
防
庁
防
火
標
語
 

　『
も
う
一
度
・
確
認
・
安
心
・
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
』
 

　
12
月
〜
３
月
頃
は
空
気
が
乾
燥
し
、

電
気
器
具
関
係
に
よ
る
火
災
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。原
因
と
し
て
、粗
雑
に

扱
う
な
ど
の
不
適
切
な
使
用
環
境
に
よ

る
も
の
や
、
使
用
方
法
の
誤
り
に
よ
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
電
気
器
具
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

イラスト②

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ニ
ュ
ー
ス

▽
防
犯
だ
よ
り
 

　
本
年
に
入
り
三
鷹
警
察
署
管
内
の
特
 

殊
詐
欺
被
害
は
、
既
に
３
件
発
生
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
量
販
店
等
を
名
乗

る
電
話
が
入
り
、
次
に
警
察
官
を
装
っ

て
訪
問
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
す

り
替
え
る
手
口
で
す
。
こ
の
よ
う
な
電

話
に
騙
さ
れ
な
い
対
策
と
し
て
 

藺
迷
惑
防
止
機
能
付
電
話
や
自
動
通
話
 

　
録
音
機
を
設
置
す
る
。
 

藺
留
守
番
電
話
設
定
や
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
 

　
ス
プ
レ
イ
の
契
約
設
定
を
し
て
、
在
 

　
宅
時
も
知
ら
な
い
電
話
番
号
か
ら
の
 

　
電
話
に
は
出
な
い
。
 

　
以
上
の
こ
と
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。
も
し
電
話
に
出
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
直
ぐ
に
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。
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